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平成２７年度 税制改正解説
所得税～ジュニアNISAの創設①

〇原則として平成28年1月1日以後に未成年口座の開設の申込みがされ、同年4月1日から当該未成年者口座に受け入れ
る上場株式等について適用される。

・未成年者口座内の少額上場株式等に係る配当所得及び譲渡所得等が非課税となる制度が創設されます。

・その年3月31日において18歳である年の前年12月31日までは払出し制限がある。

・途中で払出す場合には、過去の利益に対して課税され、損失が生じる場合には、通算できない。

・ただし、災害等やむを得ない場合、課税未成年者口座から未成年者口座における投資に用いる場合等には、非課税によ
る払出しが可能。

１．改正の概要

２．実務上の留意点

速 報
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項目 概要

未成年者口座開設可能な者 0歳～19歳の居住者等

非課税年間投資上限額 80万円

非課税対象 上場株式、公募株式投信等

非課税管理勘定の開設期間 平成28年1月1日から平成35年12月31日まで

継続管理勘定の開設期間 平成36年1月1日から平成40年12月31日まで

非課税管理勘定の非課税期間 投資した年から最長5年間

継続管理勘定の非課税期間 当該勘定設定日からその年1月1日において20歳である年の前年12月31日まで
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平成２７年度 税制改正解説
所得税～ジュニアNISAの創設②
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速 報

9

1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年
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〇未成年者口座はその年1月1日において20歳である年の前年12月31日まで適用され、翌日以後は非課税口座（現ＮＩＳＡ口座）
へ移管される。
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〇平成28年1月1日以後適用される。

・ＮＩＳＡ（少額上場株式等に係る配当所得及び譲渡所得等の非課税制度）口座の非課税投資額の上限が、現行の

年間１００万円から１２０万円に引き上げられます。

・毎月１０万円ずつ定額で積み立てて投資すると年間１２０万円の限度額を使いきることができ、毎月積立をしながら

運用したいという若年層のニーズに対応しやすい。

１．改正の概要

２．実務上の留意点

平成２７年度 税制改正解説
所得税～ＮＩＳＡの年間投資上限額の引き上げ
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1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年

H26 100万円

H27 100万円

H28 120万円

H29 120万円

H30 120万円

H31 120万円

H32 120万円

H33 120万円

H34 120万円

H35 120万円

非課税期間　5年

非
課
税
口
座
開
設
可
能
期
間



©2015 Yamada & Partners All rights reserved. 内容につきましては、「平成27年度税制改正大綱」(平成26年12月30日与党公表)に基づき、情報の提供を目的として、一般的な概要をまとめたものです。そのため、今後国会に提出
される予定の法案等を確認する必要があり、当該法案等において本資料に記載した内容とは異なる内容が制定される場合もありますのでご留意ください。対策の立案・実行は専門
家にもご相談のうえ、ご自身の責任において取り組んでいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。無断複写・転載を禁じます。

平成２７年度 税制改正解説
所得税～エンジェル税制の適用対象範囲拡大①
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従来の適用対象範囲に、国家戦略特別区域法に規定する認定区域計画に定められている事業を実施する次の株式会社で国家戦
略特別区域担当大臣の承認を受けたものを加える。

①高度医療の提供に資する医療技術の研究開発等に関する事業若しくは付加価値の高い農林水産物の効率的な生産に必要な

高度な技術の研究開発等に関する事業を営む会社又は同法による農地法等の特例の適用を受ける特例農業法人であって次

に掲げる要件を満たす中小企業者であるもの

②雇用の創出に資する事業を営むものとして次に掲げる要件を満たす小規模企業者であるもの

１. 改正の概要（適用対象範囲拡大）

〇国家戦略特別区域法の一部改正法の施行の日から平成３０年３月３１日までの間に払込みにより取得をする株式について適用
される。

設立経過年数（事業年度）
満たすべき要件※１

A B C D E F G H

上
記
①

１年未満かつ最初の事業年度を未経過 ○ ○

１年未満かつ最初の事業年度を経過 ○ ○ ○

１年以上～２年未満 ○ ○ いずれかが○

２年以上～５年未満 ○ ○ ○※2

上
記
②

１年未満かつ最初の事業年度を未経過 ○ ○ ○

１年未満かつ最初の事業年度を経過 ○ ○ ○ ○

１年以上～２年未満 ○ ○ いずれかが○ ○ ○

２年以上～３年未満 ○ ○ ○※2 ○ ○
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平成２７年度 税制改正解説
所得税～エンジェル税制の適用対象範囲拡大②
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※

１

要

件

の
内
容

A（研究者数等要件） 研究者又は新事業活動従事者の数が２人以上であり、かつ、従業員数等に対する割合が１０％以上であること

B（事業計画要件） 事業の将来における成長発展に向けた事業計画を有すること

C（特区事業費要件） 資金計画に記載された特区事業費の額が前事業年度の営業費用の額に対し５０％以上であること

D（営業利益率要件） 前事業年度の売上高に占める営業利益の割合が２％を超えていないこと

E（新事業活動従事者数要件） 新事業活動従事者の数が２人以上であり、かつ、従業員数等に対する割合が１０％以上であること

F（試験研究費等要件） 前事業年度の試験研究費等の収入金額に対する割合が３％を超えること

G（設立時従業員数要件） 設立時の従業員の数が５人以上（商業又はサービス業に属する事業を主として営む会社は１人以上）であること

H（従業員数増加要件）
投資契約の締結日における従業員の数が設立時の従業員の数以上であり、かつ、前事業年度末に比して２人以
上（商業又はサービス業に属する事業を主たる事業として営む会社は１人以上）増加していること

※２ F（試験研究費等要件）に代えて売上高成長率（前々事業年度の売上高に対する前事業年度の売上高の伸び率等）が２５％を超えることを満たす場合も可

一定の要件※３をもとに、ベンチャー企業への投資を促進するためにベンチャー企業へ投資を行った個人投資家に対し税制上の優
遇措置を行う制度です。

※３ 一定の要件
・外部（特定の株主グループ以外）からの投資を1/6以上取り入れている会社であること
・未登録、未上場の株式会社などで風俗営業等に該当する事業を行う会社でないこと
・金銭の払込により、対象となる企業の株式を取得していること、他

制度の概要（参考）

投資時点 株式売却時点等（売却損失が発生した場合）※４

選
択

投資金額のうち一定額を特定寄附金として所得控除の対象 株式の売却により生じた損失のうち、その年の他の株式の譲
渡益と相殺できなかった損失を、翌年以降３年間で順次株式
譲渡益と相殺

投資金額全額をその年の他の株式の譲渡益から控除

※４ 破産、解散等により株式の価値がなくなった場合も同様
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